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論文内容の要旨

実験室系後方での高エネルギ一陽子の放出機構を 800 MeV 陽子・原子核反応において，二粒子相関

法を用いて研究を行なった。従来の包括測定では，後方高エネルギ一陽子の生成機構としては， (1)核

内核子との準弾性散乱， (2)数核子クラスターとの散乱， (3)多重散乱と， 3 種類の説明が与えられてき

た。これらの 3 種類の反応模型は，それぞれ原子核に対する重大な仮説をそれぞれ含んでおり，これ

らを検証することが，重要で、あると考えられた。そこで我々は，後方 118。に放出された高エネルギ

一陽子と， 15 0 から ， 118 。に放出された粒子の同時計測を行ない，運動学的により精密な情報を得る

ことにより，これら 3 種類の反応模型の検証を行なうことにしたO その際に，多くの核子との多重散

乱の成分を推定するために，インプレインコインシデンスだけでなくアウトオブプレインコインシデ

ンス t去も f采用した。

後方高エネルギ一陽子は，同時に生成される粒子のエネルギー，方向，種類によって， 6 種類に分

類できることがわかった。そしてそれらの運動量分布，角度分布を測定することにより，数種類の反

応機構が混在していることを明らかにした。上述の 3 種類の反応模型のうちで，核内核子との準弾性

散乱は，後方高エネルギ一陽子生成に非常に小さな寄与しか行わないことを実験的に明らかに出来た。

我々の測定した運動量領域で，高エネルギー側の後方陽子の生成に関しては，二核子クラスターとの

散乱が，非常に重要な役わりを果たしていること，そして，この二核子クラスター内で，構成する 2

核子の相対運動量が大きく，和の運動量は逆に小さいという特徴を持つことがわかった。このような

二核子クラスターを生成している相互作用として，核子聞のショートレンジコリレーションが必要で、

あるかは，今後の理論的考察が待たれる。
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論文の審査結果の要旨

中高エネルギーである 800 MeV 陽子と原子核が衝突した際に， 300 -550 MeV/ c という高い運動量

を持った陽子が，後方 (-120 0 ) に放出される現象がある。原子核内での核子のフェルミ運動は，

220 MeV/c程度の運動量しか持っていないので，原子核内の自由フェルミ運動核子と入射核子との単

純な散乱では，この様な現象は起こらない。従ってこの種の中高運動量後方放出陽子の研究は，原子

核内に於ける核子相関や，多重散乱効果などの性質を明らかにするものとして，重要な意義を持つO

これまでの研究でば主として単に後方放出陽子のスペクトル測定しかなされてなかったので具体的に

この核反応のメカニズムを明らかにすることが出来なかった。この論文では前方散乱荷電粒子と後方

放出陽子との同時計数法を導入し，放出二粒子のエネルギーと角度相関の詳細な測定をはじめて行な

い，この核反応過程に対して具体的な知見を得ることに成功した。

実験方法の面では，後方放出陽子を核反応面及びそれと垂直な面に於いて粒子識別・飛行時間測定

法で測定するための検出器系を製作し，前方散乱粒子は磁気分析を行なった。かくして，この様な中

高エネルギー領域で核反応の機構の有効な研究に不可欠なエネルギ一角度相関測定を行なった。

実験で得られた運動量・角度相関の測定結果は， それ自体で、中高エネルギー核反応、機構を現象面で

明らかにし，極めて有意義なものである。これらの測定から，準弾性散乱過程で、後方に放出される陽

子は正常なフェルミ運動をしている核内核子と入射陽子の散乱によるものであることと，後方放出陽

子の主な反応過程は非弾性散乱過程と核反応平面外に散乱される多重散乱過程であることを実験的に

明らかにした点は重要である。特に，前方に散乱される重陽子や陽子と同時計数する後方放出陽子に

は，何等かの相関運動を行なっている核内核子対と入射陽子との相互作用に起因するものがあり，こ

れは核反応面に於いて顕著に現われることを示した点は，興味ある結果であると考える。

この論文で行われた研究は，実験装置，実験方法及び実験結果ともに新しく重要なもので，これま

での不十分な測定に基いたユニーク性に欠く中高エネルギー軽重イオン核反応の研究を一段階前進さ

せて，定量的Eつ具体的な核反応の機構解明に寄与し，原子核反応物理学まで高めた点大いに評価

出来よう。よってこの研究論文は，大阪大学の理学博士の学位論文として十分価値あると認める。
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